
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

四
月
十
七
日
（
木
）
第
八
四
七
回 

◇ 

ビ
デ
オ
研
修 

 
 

 
 

 
 

◇
・
タ
イ
ト
ル 

「
倫
理
法
人
会 

全
国
役
員
代
表
会
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」 

 

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
（
日
）
、
二
十
三
日
（
月
祝
）
に 

東
京
の
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
、
飛
天
の
間
で
開
催
さ
れ 

た
「
倫
理
法
人
会
全
国
役
員
代
表
者
会
」
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
あ
る
。 

日
本
全
国
か
ら
都
道
府
県
三
役
と
単
会
会
長
、
法
人
Ｓ
Ｖ
，
Ｄ
Ｖ
等 

総
勢
千
五
十
名
の
法
人
会
を
代
表
す
る
方
々
の
研
修
で
あ
っ
た
。
一
日 

目
は
倫
理
研
究
所
の
生
い
立
ち
、
今
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
紹
介
。 

ま
た
、
先
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
法
人
会
会
長
ら
に
よ
る
被
災
か 

か
ら
現
在
ま
で
の
状
況
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
復
興
へ
の
応
援
を
誓
っ
た
。 

懇
親
会
で
は
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
か
ら
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
を 

頂
い
た
。
二
日
目
、
丸
山
敏
秋
理
事
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
創
始
者 

 
 

 
 

 

の
３
つ
の
念
願
①
再
建
②
貢
献
③
報
恩
に
つ
い
て
説
か
れ 

 
 

 
 

 

倫
理
法
人
会
の
こ
れ
か
ら
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
と
い 

 
 

 
 

 

う
決
意
と
日
本
創
生
に
か
け
る
情
熱
を
感
じ
た
。
倫
理
を 

 
 

 
 

 

学
ぶ
意
味
が
わ
か
る
ビ
デ
オ
研
修
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相
川 

哲
也 
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四
月
三
日(

木
）
第
八
四
五
回 

◇
・
講
師 

江
口 

秀
雄 

千
葉
県
倫
理
法
人
会 

普
及
拡
大
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

株)

エ
グ
チ 

代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ 

「
信
念
貫
徹
」 

  
ま
ず
、
自
分
が
明
る
く
感
謝
の
気
持
ち
で
会
社
で
も
家
庭
で
も
接
し 

て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ホ
に
な
っ
て
や
る
事
、
ア
ホ 

 

と
い
う
の
は
Ａ
：
明
る
く
Ｈ
：
朗
ら
か
に
Ｏ
：
お
お
ら
か
に
、
と
い
う 

意
味
で
す
。
長
男
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
、
そ
の
後
、
妻
が
癌
に
な
り 

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
倫
理
法
人
会
の
学
び
で
会
社
を
伸
ば 

し
て
い
ま
す
。
心
の
持
ち
方
と
考
え
方
で
人
生
が
変
わ
る
。
心
が
変
わ
。 

れ
ば
態
度
が
変
わ
る
。
態
度
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。
行
動
が
変 

わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。
人
格
が 

 
 

 
 

 
 

 

変
わ
れ
ば
、
運
命
が
変
わ
る
。
運
命
が
変
わ
れ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
生
が
変
わ
る
。
「
目
標
に
向
か
っ
て
や
る
と
心
に 

 
 

 
 

 
 

 

決
め
る
」
こ
れ
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
、
そ
う
私
は
信
じ
て
行
動 

 
 

 
 

 
 

 

し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

吉
岡 

明
夫 
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四
月
十
日
（
木
）
第
八
四
六
回 

◇
・
講
師 

谷
田
部 

誠
一
郎 

（
公
社
）
草
加
青
年
会
議
所 

前
理
事
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
株
）
Ｙ
・
Ｃ
・
Ｃ 

専
務
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
・
テ
ー
マ 

「
Ｊ
Ｃ
で
得
た
も
の
」  

  

昨
年
は
四
十
五
周
年
の
式
典
を
独
協
大
学
で
森
永
卓
郎
氏
を
招
き 

 

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
約
四
十
名
の
小
中
学
生
に
参
加
し 

て
頂
き
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
の
良
さ
を
認
識
し
て
も
ら
っ
て 

そ
れ
を
発
信
し
て
も
ら
え
ば
と
い
う
思
い
で
草
加
文
化
観
光
大
使
検
定 

を
Ｊ
Ｃ
独
自
で
作
り
、
草
加
の
神
社
や
史
跡
等
を
巡
り
ま
し
た
。
子
供 

た
ち
に
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
検
定
問
題
は
子
供
た
ち
に 

作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
に
備
え
て
被
災
し
た
時
の
事
を 

考
え
た
事
業
も
し
ま
し
た
。
私
は
頼
ま
れ
た
ら
断
ら
な
い
よ
う
行
動
し 

て
き
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
自
分
が
お
願
い
を
す
る
と
皆
、
気
持
ち
良 
 

 
 

 
 

 
 

く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
す
。
一
年
や
っ
て
き
て
周
り 

 
 

 
 

 
 

 

に
支
え
ら
れ
活
動
で
き
て
い
る
と
い
う
事
を
感
じ
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
。
現
在
Ｊ
Ｃ
は
社
会
の
無
関
心
と
戦
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
て
関
心
の
種
を
蒔 

 
 

 
 

 
 

 

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

広
沢 

威 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
月
二
十
四
日
（
木
）
第
八
四
八
回 

◇
・
講
師 

田
中 

和
明 

 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

顧
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

草
加
市
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
一
言
で
私
の
人
生
が
変
わ
っ
た
」 

 
 

 

昭
和
24
年
１
月
に
草
加
神
社
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
３
歳
上
に
姉 

が
い
る
。
私
の
人
生
が
変
わ
っ
た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
る
。 

そ
の
１
、
長
男
だ
か
ら
神
社
を
継
ぐ
の
は
お
前
。
草
加
神
社
は
４
百
年 

前
小
さ
な
祠
を
祀
っ
た
事
が
始
ま
り
で
本
社
は
大
宮
氷
川
神
社
。
五
穀 

豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
村
の
鎮
守
様
で
あ
る
。
父
か
ら
の
躾
に
よ
り
通
学 

前
に
玄
関
と
庭
の
掃
除
、
神
々
を
敬
い
、
お
年
寄
り
を
労
り
、
人
を
思 

い
や
る
気
持
ち
、
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
等
。
そ
の
２
、
市
民
が
喜
ぶ 

仕
事
を
！
昭
和
46
年
４
月
、
草
加
市
役
所
入
所
、
38
年
間
勤
め
、
社
会 

福
祉
関
係
で
は
全
国
の
模
範
と
な
る
障
害
者
の
待
遇
改
善
に
尽
力
し
た
。 

そ
の
３
、
草
加
神
社
は
息
子
で
も
守
れ
る
、
草
加
市
長
は
田
中
さ
ん
し 

か
出
来
な
い
。
平
成
22
年
12
月
草
加
市
長
と
な
り
現
在
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト 

 
 

 
 

 

9
割
実
行
し
て
い
る
。
草
加
市
民
の
為
に
安
全
安
心
、
快
適
都
市
草
加

を
目
指
し
て
全
力
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

坪
井 

明 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


